
 

 

 

 

 

 

 

 

                    

No.７１ 202２年１０月１２日 JR東労組大宮地本 

ＪＲ東労組大宮地本は、大地申第 5 号『「変革 2027」の実現に向けた組織の再編について』団体交渉を重

ね議事録確認を行い、2022 年 10 月 1 日より実施となりました。企画部門ではユニット 制へ移行となり、

新たに大宮・浦和西・浦和東の各営業統括センターが発足し、新たな職場で「変革 2027」の実現に向けて奮

闘する決意で異動された組合員もいます。 

このような中、10 月 1 日付けで異動となる組合員に対して「簡易苦情処理の申告」のための記載がない

「事前通知書」が交付される事象が複数発生しました。職場組合員の申告により、翌日に正当な「事前通知書」

が手交されましたが、本事象は労使で締結している労働協約の第38 条及び第43条の取り扱いに基づき、

組合員だけが適用を受ける「簡易苦情処理の申告」の権利剝奪となり、単なるミスに切り縮めることができな

い、重大な「労働協約違反」であると言わざるをえません。 

この間、大地申第 3 号『本人の生活・キャリアプランを無視した異動を社員に押し付け、強行する「新たな

ジョブローテーション」の異常な運用の停止を求める緊急申し入れ』団体交渉では、キャリアプランをかなえ

るためのフォロー体制、家庭環境について配慮していくとした本部・本 社間の議論経過や確認事項の履行が

されていないことを踏まえ、協約・協定違反は認められない ことを指摘してきました。繰り返される労働協

約を逸脱した取扱いにより、組合員に不利益が生じることは是正しなければなりません。そのために、本事象

に至る原因を究明し再発防止を強く求めるため、下記の通り申し入れを行いました。 

 

大地申 

第 8号 

「労働協約の遵守義務」を逸脱した取り扱いの是正を 

求める申し入れを提出！！ 

１．異動する組合員に対して「事前通知書」に労働協約の定めにある「簡易苦情処理の申告」について

記載がないものが手交された原因を明らかにすること。 

２．今事象は労働協約第３８条及び、第４３条による組合員の権利である簡易苦情処理と申告の機会

が失われかねない労働協約違反となるため、再発防止の対策を講じること。 

３．労働協約を逸脱した取り扱いが繰り返されていることから是正すること。 

 

原因を明らかにし対策の実施と正常な運用を求めます!! 

詳細はOMIYA NEWS No57を参照してください！ 

 

【組合員だから出来る簡易苦情処理とは？】 

 JR 東労組と JR 東日本は「労使間の取扱いに関する協約」を締結

しています。その協約の中で、「組合員が本人の転勤、転職、降職、出

向及び待命休職についての事前通知内容について苦情を有する場

合は、その解決を簡易苦情処理会議に請求することができる」とな

っています。この「簡易苦情処理」は就業規則にはなく、「労使間の取

扱いに関する協約」が適用される組合員のみが適用されます。 

申し入れ項目 
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